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本研究は 1 1 C I N M S P P E T を用 い た レセ プタ
ー 解析の うち脳内セ ロ ト ニ ン レセ

プタ
ー

の簡便な定量解析法を検討し ､ レセ プタ ー 結合能を評価す る上 で最適な

撮像時間 の決定を試みて い る ｡

また ､ セ ロ トニ ン再取り込み 阻害薬 ( S S R I) の 5 - H T 2 A セ ロ トニ ン レセ プタ
ー

に与 える影響に つ い て 健常者を用 い て , 先 に求めた方法で検討して い る ｡

そ の 結果 として 下記 の ような知見 を得て い る ｡

1
,

l l C - N M S P P E T によ る小脳比 を用 い た簡便な脳内セ ロ トニ ン レセ プタ
ー

定

量解析法 で は ,

l l C - N M S P 静注後 3 0 -

4 0 分 の 小月尚比で レセ プタ
ー

結合能が推測

で きる と考 えられ た ｡

2 , 健常者の S S R I 投与に より , 右前頭葉の 眼窟面 ､ 左上 前頭回 ブロ ー

ド マ ン

1 0 野 ､ 左の 辺線系後帯状回などに経時的に , 有意な増減が認め られた ｡ い ずれ

もう つ 病な ど感情障害に 関与す る とされて い る神経 回路網に 属す る簡域 で あり ､

S S R I の 効果 を考 え る上 で 重要な所見 と思われ た ｡ また S S R I の 反応性 に は経時

的 に変化があり ､ か つ 部位 に よ っ て も反応性に差が見 られ た ｡ こ の こ と はセ ロ

トニ ン神経伝達系に対す る作用 に お い て 時間空間的多様性が存在す る可能性を

示唆す る所見と思われた｡

以 上 ､ 本論文 は ,

l l C - N M S P P E T を用 い た簡便な レセ プタ ー 解析法の撮像時間

の決定 を行 い ､ 持続 動脈採血や長時間 の ダイナミ ッ ク撮像が必要な従来 の方法

に 比 べ , 非侵美的に ､ 短時間で 脳内セ ロ トニ ン レセ プタ ー 結合能を評価で き る

こ とと な っ た. また , 健常者の S S R I 投与に よ る脳内セ ロ トニ ン レセ プタ ー

の 結

合能 の 変化が初めて 見 出さ れ ､
S S R I の 作用部位や作用時期の解明に 重要な員献

をなす と考えられ , 学位 の 授与に値す る もの と考え られ る ｡
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